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地
震
に
よ
り
損
壊
し
た
家
屋
な
ど
の

解
体
撤
去
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
震
災
に
よ
り
、
い
わ
き
市
内
の

４
，
０
０
０
棟
を
越
す
建
物
が
半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
損
壊
し
た

建
物
で
、
や
む
を
得
ず
解
体
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
、
所
有
者
の
申
請
に
基

づ
き
解
体
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、対
象
と
な
る
建
物
の
数
が
多
く
、

思
う
よ
う
に
解
体
作
業
が
進
ま
な
い
状

況
で
す
。

　

い
ま
だ
に
多
く
の
い
わ
き
市
民
が
不

便
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
相
談
に
来
る
人
の
中
に
、
生
活
再

建
に
向
け
て
新
築
を
計
画
し
て
い
る
人

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
い
わ
き
市
の
復

興
が
市
民
レ
ベ
ル
で
も
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

い
わ
き
市
に
来
て
７
カ
月
が
た
ち
ま

し
た
。
い
わ
き
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
一

日
も
早
く
元
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
残

り
１
カ
月
頑
張
り
ま
す
。

■
と
っ
さ
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

　
震
災
発
生
時
や
避
難
す
る
際
は
、
自
分

が
い
る
場
所
・
状
況
に
よ
っ
て
行
動
が
違
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
例
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

上
図
の
項
目
を
よ
く
覚
え
て
、
と
っ
さ
の
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
複
数
の
避
難
場
所
と

避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
経
路
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
今
す
ぐ
備
え
て
く
だ
さ
い

　
震
災
発
生
後
、
救
援
物
資
が
被
災
地
に

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
間
も
な
く
１
年
。
突
如
襲
っ
て
き
た

こ
の
大
震
災
で
、
本
市
も
屋
根
の
損
壊
な
ど

数
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
の
と
き
に
尊
い
人
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
、
普
段
か
ら
被
害
を
抑
え
る
為
の
取

り
組
み
を
心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
一
度
、
身
の
回
り
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

このチェックシートを活用して非常用備蓄
品・持ち出し品をそろえてください。チェック
シートは切り取って利用すると便利です。そ
ろえた物はリュックサックなどにまとめてお
きましょう。

届
く
ま
で
３
日
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
に
必
要
に
な
る
物
を
３
㌻
の
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
各
家

庭
の
家
族
構
成
に
応
じ
て
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
非
常
用
持
ち
出
し
品
は
震
災
発
生

時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
宅
の
安
全
対
策

　
家
具
や
家
電
な
ど
は
倒
れ
る
と
、
人
を

下
敷
き
に
し
て
し
ま
っ
た
り
、
ド
ア
の
開
閉

の
邪
魔
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
。
固
定
具

な
ど
で
転
倒
・
落
下
を
防
ぎ
つ
つ
、
配
置
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
食
器
棚
な
ど
は
、
ガ
ラ

ス
飛
散
防
止
の
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
と
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
開
閉
防
止
金
具
を
付
け
る

と
食
器
な
ど
が
飛
び
出
る
の
を
防
げ
ま
す
。

■
身
近
な
頼
れ
る
存
在
・
自
主
防
災
組
織

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
自
主
的
に
救

出
や
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
う

の
が
自
主
防
災
組
織
。
本
市
で
は
現
在
、

２
８
５
自
治
会
中
、
１
７
９
の
自
治
会
で

自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
多
く
の

自
主
防
災
組
織
が
危
機
意
識
を
新
た
に
し
、

防
災
訓
練
や
防
災
講
座
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
の
と
き
は
、
自
主
防
災
組
織
と
協

力
し
な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は

　
　
危
機
管
理
室　

☎
８
９
８
―
５
９
３
５

災害へ
の備え

チェッ
クシー

ト

�非常用備蓄品（3日分が目安）
■ 簡単な調理で食べられる食料

■ 飲料水（１人１日３ℓが目安）

■ 卓上こんろ・燃料

■ やかん

■ 毛布

■ 使い捨てカイロ

■ 粉ミルク・オムツなど

�非常用持ち出し品
■ 現金（小銭が便利）などの貴重品

■ ラジオ

■ 懐中電灯・予備の電池

■ 救急用品・常備薬

■ 衣類・タオル

■ ヘルメット・軍手・雨具

■ ライター・マッチ

■ 洗面具・生理用品など

キ リ ト リ

■避難する際は
�ヘルメット、軍手、長袖・長ズボン、

底の厚い運動靴などを着用する
�荷物は最小限に。両手が自由に使

えるリュックサックなどに入れる
�車は使用せず、徒歩で
�避難は近所に声掛けを行い集団

で。日頃から近隣の人や自主防災
　組織を確認しておく

震災発生時の行動
震災発生時の行動の例を紹介します。まずは自分の身の安全を確保しましょう。

震災発生後の行動
震災発生後の行動の例を紹介します。
周囲の安全を確保しましょう。避難する際は
落ち着いて行動することが大切です。

突
如
襲
っ
て
く
る
震
災

日
頃
か
ら
の
備
え
が
命
を
救
う

キ

リ

ト

リ

■自宅
�落下物から身を守る
�料理中の場合は、すぐに火を

消す（無理はしないこと）
�トイレや入浴中の場合は、ド

アを開けて避難口を確保する

■エレベーターの中
�最寄りの停止した階で降りる
�閉じ込められた場合は、非常

ボタンなどで連絡を取って
救出を待つ

■デパートなど
�柱や壁に身を寄せ、手荷物な

どで頭を守る
�店員の指示に従って行動す

る。慌てて出口に殺到すると
危険です

■繁華街や住宅街
�手荷物などで頭を守る
�倒壊などの危険があるため、

建物や塀、電柱、自動販売機
などから離れる

■海岸付近
�津波が来る恐れがあるため、

すぐに海岸から離れ高台な
どの安全な場所へ

�警報・注意報が解除されるま
で海岸に近付かない

■車の運転中
�急ブレーキをかけない
�道路の左側に停車してエン

ジンを切る
�鍵を付けたままにし、貴重品

を持って徒歩で避難する

自宅から離れた場所で帰宅が困
難な場合は…
�ラジオやテレビなどで正確な情報

を把握する
�勤務先や避難所など安全な場所で

待機する
�勤務先などに飲食料やラジオ、懐中

電灯などを用意しておく
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